





















	 100 万年で 800m	 
	 すなわち，1 万年で 8m	 
	 1250 年で 1m	 
	 600 年で 50cm	 
































っかけに，日本海溝沿いでも 1000 年に 1 回程
度発生してきた巨大津波の存在が明らかにな




	 日本海溝で超巨大地震津波が 1000 年生じて

















































	 マグニチュード 7 級：断層長さにして 30km く
らい（兵庫県南部地震：震源近傍の強い揺れは
10 秒程度→次ページ図参照）	 
	 マグニチュード 8 級：同 100km くらい（大正関
東地震：同じく 40 秒から 1 分程度→次ページ図
参照）	 
	 マグニチュード 9 級：同 450km くらい（東北地
方太平洋沖地震：同じく 2，3 分）	 
	 ただし，遠方では遅れてきた波が重なりあ
い，揺れがさらに長時間になる場合もある。	 



















	 震度 6 以上の震源近傍の強い揺れが 2，
3 分続けばマグニチュード 9 級だから，巨
大津波がやってくる，と論理的かつ直観的に避
難行動につなげられる（ただし，震度が低いが
津波が大きい，津波地震もあるので楽観は禁
物）。明治の学制発布以来，学校管理下で最悪
の事態となった石巻市立大川小学校津波被災
現場でも，児童や教員，迎えにきた保護者たち
のなかにまさに直観していた人たちが多数い
た事実は判明しているが，残念なことに，それ
が全体の避難行動をもたらさなかったのだ。	 
	 原発周辺であるいは地域防災計画において
活断層の長さが問題となることや，ときに活断
層カッターとよばれる御用学者批判がうまれ
る理由も，これで理解できるので，総合的学習
の時間にメディアリテラシーにつなげて学ぶ
ことも可能だ。	 
	 ｢科学者の科学離れ｣ゆえだろうか，中高理科
教員，最近の地震学に触れる機会のない理系人
のなかでも，秒速 3km の高速破壊という地震学
の最重要級の発見について，知らない人が圧倒
的多数だと思われる。	 
	 反対に，震源過程の理解なくしてマグニチュ
ードを理解するのは不可能だともいえる。『巨
大地震の科学と防災』朝日選書（2013）のなか
で，モーメントマグニチュードの提唱者である
地震学者の金森博雄氏が，若いころ最大震幅の
対数をとる気象庁マグニチュードの原理を知
るにつけ疑問をもったと述懐されている。	 
	 
